
奈良国立文化財研究所要項

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 1 年５月3 0 日第4 9 回公開講淡会

「いわゆる忍冬唐草紋について一法隆寺式軒

平瓦の紋様を中心として－－１山本忠尚

「近世大和における町人地の形成過程」

施井伸雄

( 2) 1981年11月７日

「古代造瓦技術に関する一考察」大脇潔

「古代の建造物修造技法」 岡田英男

現地説明会

( T ）1 9 8 1 年６月６日平城宮跡第1 2 9次発掘調査

現地説明会毛利光俊彦

( 2 ) 1 9 8 1年８月８日藤原宮跡第3 4次発掘調査現

地説明会土肥孝

( 3 ) 1 9 8 1年８月22日平城宮跡第132次発掘調査

現地説明会山岸常人

( 4 ) 1 9 8 1年９月2 6日桧隈寺講堂跡発掘調査現地

説明会岡本東三

( 5 ) 1 9 8 1 年1 0月1 7日大官大寺第８次発掘調査現

2 1 9 8 1 年文部省科学研究費補助金による研究

地説明会井上和人

( 6 ) 1 9 8 1 年1 1月1 4日石神遺跡・水落遺跡発掘調

査現地説明会西口寿生

( 7 ) 1 9 8 1年1 1月2 8日平城宮跡第1 3 3次発掘調査

現地説明会千田剛道

( 8 ) 1 9 8 2 年２月2 0日水落遺跡発掘調査現地説明

会 木下正史

( 9) 1 9 8 2年３月2 0日平城宮跡第1 3 6次発掘調査

現地説明会中村友博

平城宮跡資料館・覆屋公開

（１）春季特別公開1 9 8 1 年４月2 5 日～５月５日

見学者1 0 , 6 8 5名

秋季特別公開1981年10月241 - 1～11月８日

見学者19 , 0 9 6名

( 2 ) 見学者数

区分｜資料館｜捜屋 ’ 計

1 9 8 1 年’ ７２，６５８1 0 4 , 1 8 1 1 7 6 , 8 3 9

累計4 3 8 , 8 8 5 8 2 0 , 9 5 6 1 1 , 2 5 6 , 8 4 1

※資料館は1 9 7 0 年度・榎屋は1 9 6 8 年度以降

甑別
研究課題

研究代表者

ｌ交付類

特定研究（１）

一股研究 ( Ａ）

一股研究 ( Ｂ）

〃

一股Ｕｆ究 ( Ｃ）

〃

〃

奨励研究 ( Ａ）

試験研究 ( ２）

遺跡遺物の探壷及び保存修復に関する研究

大和国荘閲の復原的研究

南都七大寺所用瓦の製作技法と瓦当紋様の研究

英彦山宿坊庭随辿跡群の実証的研究

歴史時代木製遺物の架成的研究

飛烏時代瓦陶兼業窯の研究

日本庭姻の技術的系譜について一古代庭閲遺跡を中心

として

古代個綱制度の基礎的研究

日本所在の東欧先史文化に関する洗料の基礎的研究

1 1 1央官衝系瓦屋の再編過程に関する研究

古代における羽釜形土器の系譜的研究

古代日本における木工製産の基礎的研究

文化財保存における工学的手法の導入に関する研究

天台系御影堂の成立とその展開

近世在郷町の敷地計画に関する研究

航空写其の活剛システムの開発

田中 琢

木全敬蔵

山本忠尚

安原啓示

金子裕之

西村康

田中哲雄

加灘優

中村友博

上原真人

川越俊一

井上和人

内１１１昭人

山岸幣人

地井伸雄

伊東太作

12, 000千円

8 0 0

2, 200

3, 500

９５０

８５０

１，０５０

９１０

９００

８５０

７００

６００

９１０

７２０

７８０

4, 930

計

’ ’ 6 件 3２，６５０

３飛鳥資料館の運営

展示

－７０－

第一展示室常設展示

第二展示室特別陳列「根原の仏像■



3 1 , 7 0 4

1981年11月９日～11月21円（参加者15名）

( 8 ) 昭和5 6年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（進物保存科学課程）

1981年12月３日～12月16日（参加者19名）

( 9 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等特別研修

（埋蔵文化財基礎課程）

1982年１月25日～１月29日（参加者33名）

( １０昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等特別研修

（特別調査技術課礎）

1 9 8 2年２月８日～２月10日（参加者24名）

( 1 1 ）昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（陶磁器調在課程）

1982年２月24日～３月３日（参加者27名）

( 1 2 1研修員受入

ア．山口誠治（財団法人大阪文化財センター

技師）

イ．桜木博文（三重県立神戸高等学校教諭）

西森平之（三重蝶上野市立西小学校教

諭）

1 9 8 1年７月１日～９月3 0日

久志水鉄也（三重県東員町立束貝中学校教

諭）

1981年10月１日～12月28日

本堂弘之（巽電県桑名市立大成小学校教

諭）

1981年11月１日～12月28日

ウ．「| ' 川正人（( 財) 滋変県文化財保護協会主

任調査典）

1 9 8 1年７月１日～1 2月2 7ｕ（週１Ｍ）

エ．J uI i e Da ws on（イギリス）

1981年11月１日～11月30日

オ．蕊泳権（大韓民岡文化財管理局補修課

建築技士）

美大一（大韓民国文化財研究所保存科

学研究室化工技士補）

1981年12月１日～1982年11月30日

力．斉藤弘道（茨城県立歴史館研究員）

1981年１２月17日～12ﾉ] 23日

キ．李｛; I j 珠（大韓民飼中央博物館保存技術

室）

1981年12月12日～1982年２月３日

発掘調査・整備等指導

（北海道）余市町運上家庭園，高砂遺跡，静川

遺跡，（背森）弘前城跡三の丸庭閥，（岩手）志波

1 7 0 , 8 4 8 1 8 , 7 0 9 1 7 9 , 5 5 7

普通観髄|団体観覧|有料|無料|合計

股

一

大

中

4 ２，１０７２２，２７２

商

小

畑

哩

一

ｍ

248

003

3 5 8

（1981. 4. 21～1881. 5. 31）

特別股示r I l I 剛寺股」

（1981. 10. 7～1981. 11. 23）

普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の

質問に応じている。また特別展示のカタログとし

て「揺原の‘ 仏像」及びr l I I HI 寺展」を刊行した。

入館者数( 1981. 4 . 1～1982. 3 . 31開館口数305日）

4６，５１３

計 1００．４９０

－７１－

模造製作

山田寺金堂部分模型

上宮聖徳法王帝説

石造浮彫如来及両脇侍像

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保謹に資することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保謹行政机

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（遺跡保存整備課程）

1 9 8 1 年４月2 2日～５月２日（参加者1 6名）

( 2 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（先細文時代調査課程）

1 9 8 1年５月2 8日～６ﾉ ] ６日（参加者1 3釦

( 3 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等一般研修

（一般課程）

1981年７月27日～８月29日（参加者22f ﾉ i ）

( 4 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（集落遺跡課程）

1 9 8 1年９月16日～９ﾉ j 2 6日（参加者33名）

( 5 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（遺跡測飛基礎課程）

1981年１０月12日～10月21日（参加者16満）

( 6 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等捌１３研修

（遺跡測並応川課程）

1981年10月22日～10ﾉ ] 28日（参加者16満）

( 7 ) 昭和5 6 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（環境考古課程）



外国出張

坪井清足裡里市円光大学主催第６回百済文化

学術会議出席及び百済遺跡視察のため大韓民国へ

出張。

1 9 8 1 年５月７日～同年５月1 3日

沢田正昭保存科学分野における技術交換のた

め大韓民国へ出張。

1981年６月22日～同年８月10日

安原啓示文部省在外研究員として歴史的環塊

保全のためエジプト（アラブ共和国) ，チュニジ

ア，ケニアへ出張。

1 9 8 1年９月８～同年11月７日

沢田正昭第６回国際博物館会議保存委員会出

席のためカナダへ出張。

1 9 8 1年９月2 0日～同年９月27日

吉田端文部街在外研究貝としてポリネシア，

メラネシアの民家集落の系統的研究のためフィジ

ー，西サモア，束サモア，､ 仏領ポリネシア，ハワ

イへ出張。

1 9 8 2 年３月1 5日～同年５月１日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 8 1 年度の状況は下記の通り。

城跡，毛越寺庭園，黒沢尻柵跡，（福島）慈日寺

跡地内徳一廟，（茨城）神野向遺跡，（栃木）下野

国府跡，下野薬師寺跡，飛山城跡，（群馬）正観

寺．日高両遺跡，上越新幹線三ツ寺造跡，（東京

都）前田耕地遺跡，（嵐山）不動堂進跡，（石川）

石勤山，（福井）朝倉氏遺跡，（山梨）寺本廃寺

跡’ （長野）森将軍塚古墳，松本城二の丸書院跡，

大田原遺跡，樋沢遺跡，恒川遺跡，（静岡）州谷

横穴郡，（愛知）勝川廃寺跡，尾張国府跡，（三重）

斎宮跡，西明寺遺跡，（滋賀）石山貝塚，（京都）

京北町周山瓦窯，扇谷遺跡，篠窯跡群，隼上り辿

跡，（大阪）津堂城山古境，大鳥塚古蛍，難波宮

跡, （和歌山）船岡山遺跡，岩; 僑千塚古墳群，野

田藤並地区遺跡，（兵庫）三ツ塚廃寺跡，本町遺

跡’ 西条廃寺跡，篠山城跡，竜円寺遺跡，志知川

沖田南遺跡，太子・砥野バイパス福田遺跡，繁昌

廃寺跡，神出古窯吐群，野上野遺跡，（魁取）上

原遺跡，逢坂地域遺跡，（島根）西川津遺跡，天

神原窯跡, 今市大念寺古城, 広瀬町内遺跡群，（岡

山）美作国分尼寺跡，（広島）寺町廃寺跡，草戸

千軒町遺跡，（山口）大内氏遺跡，周防国府跡，

綾羅木郷遺跡，（愛媛）伊予国府跡，（福岡）太宰

府跡，金隈遺跡，海の中道公園遺跡，（佐賀）丸

山遺跡’ 安永田遺跡，肥前国府跡，九州横断自動

車道遺跡，（長崎）I : | ･ 1核工業団地遺跡，金田城跡，

畑ノ原窯跡，（熊木）松卿橘バイパス関係遺跡，（宮

崎）学園都市遺跡，佐土原遺跡，永山古墳，（沖

縄）今帰仁城跡，ビロースク遺跡，崎樋川塚，野

国貝塚

埋蔵文化財ニュース刊行

第3 2 号埋蔵文化財関係報告書一覧

第3 3 巷条里．水田遺跡関係文献目録

第3 4 号行政データ．埋文関係記事掲載一覧

第3 5 皆全国遺跡の実態

第3 6 け保存科学没怖の現状

－７２－

2 4 5 , 5 8 6 . 1 9 4 , 2 8 4 , 6 1 2 , 4 8 5

区分面職｜剛入額

写真2 2 3 , 0 8 7 点（1 9 8 1 年度末現在）

５その他

委員会等

第８凶飛鳥資料館運営協議会

1 9 8 1 年５月1 9 日於飛愚資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 8 1 年６月５日・６日於平城資料館講堂

条里制研究会（第１回）

1 9 8 2 年１月2 6 日・２７日於平城資料館講堂

1 4 , 4 5 9 . 8 9ｍｇＩ2 9 3 , 2 6 1 , 4 9 2 P］
1 9 8 1 年度

国有地合計

56 , 4 17

４．０５５

25, 866

５５０黙珊隠淡＃

Ⅱ図書及び資料

図111：60, 472冊

Ⅲ研究成果刊行物

1 . 1 9 8 1 年度刊行物

30, 551

３，５０５

菰別| 購入 | 寄伽

#灘#'1鷲|，過!：

３

４

計

９

２

４

区分

-

1981年



第11冊

第12冊

第13冊

第14冊

第151N｝

1 9 7 5 第1 0 冊１１本美術院彫刻悪修理把録Ⅱ

－７３－

第35冊

第36111

節371111

節38冊

鋪39冊

８

９

０

７

７

８

９

９

９

１

１

１

研究諭集Ｖ

平城寓整備調究報告Ｉ

飛島・藤原漁発掘調査報告Ⅲ

研究諭集Ⅵ

平城宮発掘調従報告Ｘ

名
称

第3 4 冊

1976

1977

学報第 4 0 冊

史料第2 2 冊

第23冊

図録第８冊

概報他

平城宮跡発掘棚五機告ＸＩ

七大寺巡礼私把

東大寺文諜F 1 録第４巻

山田寺展

昭和5 5 年度平城宮跡発捌調迩概報

飛烏・藤原宮発掘調査概報１１

平城宮発掘澗在出土木簡概報1 ４

奈良倒立文化財研究所史料

飛鳥ロ肌の在銘金銅仏

飛烏口鳳の在銘金銅仏銘文篇

1 . 1 本古代の蕊総

日本古代の基誌銘文篇

古代の誕生仏

飛鳥時代の古戦一高松塚とその周辺一

日本古代の邸尾

鰯1 5 冊束大寺文, I 調録第１巻

年度 を１ 称

１９５４１第１冊南無阿弥陀仏作善集（復製）

2 ．前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

1 9 5 5 1 第２冊西大寺叡鯨侭肥集成

1 9 6 3 1 第３冊仁和寺史料寺誌綱１

1 9 6 4 1 第４Ⅱ俊乗坊派源史料集成

第 1 8 冊藤原宮木而２図版・解説

年度

-

195匹！

名称

仏師迎慶の研究

修学院離宮の復原的研究

文化史論渡

奈良時代個房の研究

飛鳥寺発捌調在椛告

中世庭剛文化史

興補寺食堂発掘捌在報借

文化史論渡Ⅱ

川原寺発掘淵迩綴告

平城宮跡・伝飛烏板蓋寓跡発＃1 1 淵近報

告

院家建築の研究

巧匠安阿弥陀仏快慶

没殿造系庭剛の立地的考察

レースと金地舎利塔に関する研究

平城宮発伽捌強報告Ⅱ腐簡地域の調

在

平城宮発伽調査綴告Ⅲ内裏地域の, 淵

迩

平城宮発掘調五報告Ⅳ宮衝地域の調

在

小堀述州の作砺

藤原氏の氏寺とその隣家

名物裂の成立

研究諭集Ｉ

研究論築Ⅱ

平城宮発掘捌壷報侮1 Ｖ平城京』, 涼一

条三坊の調査

商山一町並調迩鞭告一

平城京左京三条二坊

平城宮発掘調査報告Ⅶ

飛鳥・藤原宮発捌調査報告ｌ

研究論集Ⅲ

木曾奈良井一町並調査報告一

五条一町並調迩の記録一

飛鳥・職原宮発掘調五報告Ⅱ

研究論集Ⅳ

イタリアＩＩＩ部の- 1 1 1 岳築落における民

家調査報告

平城宮発掘調査報告Ⅸ

1 9 6 6 第５冊平城宮木簡１図版

１９７６第１冊

第２l 11I

l 977第31111

1 9 7 8 第４冊

第５冊

1 9 7 9 第６冊

1 9 8 0 節７冊

1 9 6 7 第６冊仁和寺史料寺 , 携緬２

第１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第６冊

第７冊

第８冊

第９冊

第1 0冊

１９６９１第７冊平城宮木簡１解説（別冊）

1 9 7 0 1 節７冊店招提寺史料１
' 955

1956

1957

1959

1 9 7 4 1 第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊ロ本美術院彫刻等修理把録］

第2 4冊

第25冊

第26冊

第27冊

第28冊

第29冊

第30冊

第31冊

第32冊

第3 3冊

１９７６第1 1 冊1 - 1 本美術院彫刻等修理把録Ⅲ

1 9 7 7 第1 2 冊ｊ隙原宮木簡Ｉ図版・解説
1959

1960

第1 3 冊１１本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

1 9 7 8 1 第１４冊1 . 1 本美術院彫刻悪修理記録Ｖ

岩

1 9 7 9 1 第１６冊１１本美術院彫刻呼修即妃録Ⅵ

年度

1961

1962
第 1 7 冊平城宮木簡３図版・解説

”

第1 9 冊東大寺文, 酷目録第２港

1 9 8 0 第2 0 冊１１本美術l 塊彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文諜目録第３巻

1963

1965

第1 6冊

鰯1 7 冊

奈良倒立文化財研究所基準資料

1９７５

称

第１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第６冊

第７冊

第８冊

飛鳥浅科館図録

1978

1979

1990

称

年度

1973

1974

1975

1976

1967

1969

1971

1973

1 9 7 4

第1 8冊

第１９冊

第20冊

第21冊

第22冊

第2 3冊

１

２

３

４

５

６

７

８

綱

編

縮

緬

編

編

細

編

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

解説

解説



73, 800

21, 900

41, 170

８，５５７

３，６００

重要文化

財旧米谷

家住宅

郡山橘舎

(1)，（２）

飛鳥資料

館宿舎

合計

1 Ｖ定員

２１３

１５３

225

24, 601

4 , 0 3 5

計

Ｖ予算（1 9 8 1 年度）

主要工事

( 1 ) 施設整備変

飛烏藤原宮跡発掘調査部進物倉庫新営

工事

飛鳥資料館環境整備工事

庁舎周辺整備工事

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺物整理室改

修工率

（建設省近畿地延地方建設局委任工事分）

奈良国立文化財研究所整備工事

( 2 ) 平城宮跡地等整備蛮

平城宮跡地環境整備工事

藤原宮跡地環境整備工事

平城宮跡資料館改修工事

平城宮跡資料館周辺整備工事

特別史跡平城宮跡地形調査工離

( 3 ) 各所修繕

平城宮跡資料館サッシュ等塗装工事

平城宮跡資料館冷却塔取換工事

( 4 ) 試験研究費

飛烏藤原宮跡発掘調査部鞭務棟等改修

工蕊

1 . 3 7 0 , 7 1 4

4 1 8 , 3 6 7千円
人件我

千円

613 , 109
運悩曲

4 , 862
覗業管理

5, 000

1, 500

1, 603

57 , 225
般研究

特別研究
1９６９２

発掘調査
3 7 0 , 8 8 7

50 , 2 54
宮跡盤鮒管理

飛鳥賢料館連鴬
4８．６９３

3, 100
埋蔵文化財センター迎蝋

42 , 519

新庁舎維持梼理等経費
3６０９７７

339 , 238
施設賀

20, 580

施設整俄蜜
34 , 718

平城富跡地等盤俄蟹
3 0 0 , 4 8 5

講堂

各所修譜

3 8 4 顎

|:灘|訓; :｜：

－７４－

Ⅵ施設

土地3 2 , 5 0 1 , 2 （当所所管）

本庁舎8 . 8 6 0 ｍｇ飛鳥資料館1 7 , 0 9 2 ｍｇ

飛烏寅料館宿舎1 . 3 4 3 ｍｇ郡山宿舎８０ｍｇ

春口野5 , 1 2 6 ｍｇ

1, 261, 301, 2（文化庁所構: ）

平城宮跡地区1 , 0 1 0 , 6 7 4ｍｚ

藤原宮跡地区2 4 5 , 5 8 6 ｍｇ

飛島稲淵宮殿跡地５，０４１，２

建物

８１０

１，５９０

8, 000

Ⅶ人事異動

（1981年４月１日～1982年３月31日）

４月１口埋蔵文化財センター長に昇任

田中琢

埋蔵文化センター研究指導部長に昇任

佐原其

埋蔵文化財センター遺物処理研究室長

に昇任沢田正昭

庶務部会計課長に昇任笹山保美

奈良国立博物館管理課長に昇任

金塚勇

庶務部庶務課課長補佐に昇任

織田健蔵

京都国立博物館管理課長補佐に転任

萩原陽雄計’6,713110,63212,s2412,6s211,079124,010

本庁舎|平城|藤臓紬瀧胤野|職区分| 本庁舎平城藤原| 撫撒瀞日野｜計

蕊瀦室｜悪｜鑑砿｜：；ｍｌ鍵

研究室’ １，４１９１２５２１２７４１７７１２，０２２

繍皇' 1, 021
3 ６１３６１，０９３

会識室３３８１６４１５３１４２
4 9 7

1 , 416

4７３

その他1 , 7 4 5 2 , 1 3 1 2 5 1 1 , 0 6 2 1 1 , 0 7 9 6 , 2 6 8

研修棟１，４１６

6 4 8 １，２２４
展示室 5 7 6

写爽室７９１２５６１６１１６４ 4 6 0

硬屋・

展示桃

1 , 686１，６８６

車m ｔ８４１２００１２０４１９４
51鋼

雛! i【12314, 94511, s291480117. 377

区分 指定職 行政㈲ 行政ロ 研究職 計

6７

６６

６

５

９

９



埋蔵文化財センター情報資料室に転任

’ ' 1 川隆

埋蔵文化財センター研究指導部集落辿

跡研究室長に配侭換町1 1 1 噸

飛烏藤原宮跡発掘調査部考古第一調査

室に配慨換岩本圭輔

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺柵調査室に

配侭換川越俊一

岩本正二

小林謙一

飛賎藤原宮跡発掘調査部史料調査室に

配侭換岡本東三

埋蔵文化財センター研究指導部考古計

画研究室に配慨換山｢ ' １敏史

平城宮跡発掘調査部考古第一調査室に

採用杉 1 1 1 洋

平城宮跡発掘調査部考占第三調査室に

採用岩永省三

５月１日飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺械淵在室に

配蔽換大脇潔

飛島資料館学芸室に配慨換

小林謙一

６月１日平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇脹

金子裕之

７月１日平城宮跡発掘調査部主征研究官に昇任

綾村宏

飛脇藤原宮跡発掘調査部主任研究宮に

昇任今泉隆雄

川越俊一

岡本束三

８月１日庶務会計課経理係長に外任

林勝彦

佐賀医科大学業務部施設課盤肺係腫に

転任冬野徹

９月 3 0 日辞職太川博子

1 2 月１日埋蔵文化財センター教務室長に兇任

若井明

文化庁文化部芸術課専門員に転任

織井弘一

1 2 ﾉ j １６日飛胎藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

転任村上誘一

３月 3 0 日辞職綾村幸子

Ⅶ組織規定

－７５－

文部省設置法抜奉

昭和2 4 年法抑第1 4 6 号

昭和4 3 年６月１５m一部改正

館3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を価く。

伺立文化財研究所（前後略）

第4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関する調

査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と

する。

２国立文化財研究所には，支所を侭くことがで

きる。

３倒立文化財研究所及びその支所の符称，位瞬

及び内部組織は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜莱

昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号，

追加昭和4 3 年６月1 5 1 1 文部省令第2 0 が

昭和4 5 年４月１７日文部特令第1 1 号，

昭和4 8 年４月１２日文部省令第６号，

昭和4 9年４月１１日文部満令第1 0号，

昭和5 0 年４月２日文部省令第1 3 母，

昭和5 1 年５月１０日文部省令第1 6 号，

昭和52年４ノ1181- 1文部省令第10号，

昭和5 3 年４月５日文部省令第1 9 号，

昭和5 3 年９月９口文部省令第3 3 号，

昭和5 3 年４月５日文部省令第1 4 号，

昭和5 5 年６月2 5 Ｈ文部省令輔2 3 号

第５章文化庁の附腿機関

第４節国立文化財研究所

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の希称及び位

侭は，次の表に掲げるとおりとする。

名称 I i Z 慨

収京ｌｌｉｌ立文化財研究所｜東京都台東区

奈良倒立文化財研究所｜奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

輔1 2 3 条奈良圃立文化財研究所に' 所長を慨く°

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第１2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛貼資料館及び埋蔵文化財センターを

瞳く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を侭く。

一庶務課



二会計課

２庶務課においては，次の躯務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職只の福利L 劉三に関する事務を処理するこ

と。

三公文苫類の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す

ること。

五との研究所の所掌に係る辿椴及び遺物の保

全のための瞥備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない蛎務を処理すること。

３会計課においては，次の覗務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理することｏ

二経蛮及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する訴務を

処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。

２歴史研究塗【においては，考古及び史跡並びに

歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び嘘務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査

室，考古第二調査室，考古第三調査室，適職調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を侭く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第六項までに定める事務を処理するほか

その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺購調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修最調査室においては，遺構の計測及び

修蛾並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

－７６－

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛烏藤原宮跡発掘調査部の関室及び那務）

第1 2 9 条飛脇藤原漕跡発掘調査部に，考古第一

調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料

調査を侭く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において

は, 別に定めるところにより分担して, 遺物( 木

簡を除く）の保存整理及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

４遺織調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究，遺椛の計測及び修鼓並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第' 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため，この地域に関する考古資料，歴史資料

その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び事

業を行う。

（飛鳥資料館の館焚）

第' ３１条飛鳥資料館に，館長を瞬く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を慨

く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文書その他の資

料の収集，保管，展示，模写，: 摸造，写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図諜，写真その他の資料



の収集，整理，保祷，展示，閲覧及び調杏研

究を行うこと。

三飛烏資料館の蛎業に関する出版物の細集及

び刊行並びに普及宜伝を行うこと。

（埋蔵文化センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

鞭務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職輿その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存盤理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

Ｉ凡Ｉ埋蔵文化財に関する情報資料の作成, 収集，

整理，保箇及び調査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の機関及び団体等

の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化センターに長を侭く。

２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を侭く。

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

臓務に関する鞭務をつかさどる。

（研究指導部の五室及び班務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落

遺跡研究室，進物処理研究室，測亜研究室及び

保存工学研究室を侭く。

２考古計而研究室においては，第1 3 3 条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に

偶するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては, 集落進跡に関し，

輔1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務（遺

物処理研究室，測雌研究室及び保存i : 学研究室

の所掌に腿するものを除く）をつかさどる。

４遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，第1 3 3 条輔１号から第３号までに掲げる事

務をつかさどる｡

５測I I i 研究室においては，埋蔵文化財の測並に

関し，館1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる

り#務をつかさどる。

６保存三I 皇学研究室においては，遺跡の保存盤備

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。

（情報資料室の覗務）

第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４

・ザに掲げる班務をつかさどる。

奈良国立文化財研究所略年表

昭和2 6 . 1 0 . 6

２７．４．１

２９．７．１

３５．１０．１５

３８．４．１０

４３．６．１５

４５．４．１５

４８．４．１２

４９．４．１１

５０．３．１５

５５．４．５

５５．４－２６

奈良文化財研究所設侭準備規羅( 文化財保護委員会裁定第1 1号) により設侭準備会発足。

文化財保謹委員会の附属機関として奈良文化財研究所設悩。

奈良国立文化財研究所と改称。

平城宮跡に発掘調査事務所設価。

平城宮跡発掘調査部が設けられる。

文化庁発足，その附属機関となる。

平城宮跡資料館開館。

会計課，飛烏藤原宮跡発掘澗査部，飛鳥資料館設侭。

庶務部，埋蔵文化規センター設侭。

飛鳥資料館開館。

美術工芸研究室を奈良国立博物館（仏教美術資料研究センター）に移悩; ・

庁舎移転（奈良市二条町) , 併せて平城寓跡発ﾙ i l ‘ 淵査部，埋蔵文化財センターを庁舎に統合。

－７７－
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所属
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城

汚

古

第

一

糾

盃

一

桝

跡

発

掘

洲

だ

部

汚

古

第

毒

・

《

調

究

篭

辿

柵

調

だ

計

測

修

峨

糾

炎

韮

史

料

調

在

室

氏名

岡川英ｿ ）

工楽神辿

松村忠司

杉山洋

松ﾉ 卜噸

金･ 卜裕之

八幡妹桑

佃韓雄

池' ' ' 千賀技

吉村司郎

石川Ｆ忠j z

森郁夫

- F 川剛遊

雅津一郎

立木修

I H i 弘海

山本忠尚

毛利光俊彦

埼永尚ミ

深淵芳樹

寓本氏二郎

ｉｕル伸雄

1 1 1岸淋人

! : 野邦一・

I I l I I 1f j 雌

加藤允彦

ｲ 鳶中典

内川昭人

森漣

鬼頭i I I i 明

佐藤侭

ｉＩ' i I H沖樹

今泉隆雄

上野邦一

命ｆ裕之

I j I i 弘海

今泉隆雄

木寅忠雄

稗川光活

岡川博足

城本きよの

官 職

文部技官部及

文部技官室及

文部技官

文部技官

文部技宵

文部技官（併征）

文部技官専i ‘ １１職貝

文部技官Ｉ〃門職典

‘ l #傍補佐ｕ

技能補佐ｕ

研究補佐側

文部技官龍艮

文部技官

文部技官

文部投宿

文部技1 ‘ 『（併征）

文部技官宅焚

文部技官

文部技官

文部技1 ‘ 『

文部技官塞災

文部技術

文部技' 1 ‘ 『

文部技’ １‘ ず（併征）

文部技 1 ‘ ず篭擬

文部技. I . 『

文部技1 . 『

文部技･I . ＃

洲俺山（非術勤）

文部技 . 『ダ篭災

文部技宙

文部技‘ I . 『

文部技↑ ず〈併征）

文部技官．i 畠任研究官

文部技, ＩＴＩ昌任研究官

文部技官ｉ菖任研究官

文部技官ｉ狂研究官

文部技官龍奨

文部技術

文部技' 1 ‘ 『

文部技’ １‘ ず（併征）

文部技官篭擬

●

■

勺

■

。

▲
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■

■

□

■

■

■

●
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■

■

Ｂ

Ｑ

０

Ｄ

Ｏ
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＆

０

０

０

二

発

Ｄ

Ｄ

Ｄ

技

技

技

●

肺

牢

ｍ

Ｍ

ワ

距

肌

叩

肺

○

Ｍ

酢

・

肌

Ｍ

ｐ

Ｄ

Ｔ

。

■

凸

○

や

』

■

■

凸

吋

鼻

Ｇ

８

Ⅱ

■

Ｐ

一

Ｉ

Ｆ

５

Ｉ

Ｐ

Ｐ

俺山（非術勤）

宙．i 畠任研究官

, ＩＴＩ昌任研究官

官ｉ菖任研究官

官ｉ狂研究官

文部ﾘ f 務官ｕｆ

文部ﾘ 務宮（雅

文部ﾘ 『務宙雌

業務補佐ｕｕｆ

１

１

１

１

柾

圧

任

任

担当

碁古

考古

考古

考古

考古

写典

写其

写真

係守

公側

簿古

簿古

汚古

簿古

簿古

考古

簿古

苛古

存古

辿築

述築

述築

辿茶

遺跡庭刷

進跡庭剛

巡跡嵯刷

述築

進跡庇側

歴史

歴史

歴史

歴史

述築

考Ｉｆｆ

簿古

雁史

蒋附

涛備

諜備

庁勝

所属

職

務

部

庶

勝

課

会

Iil

‘＃

世

進

物

研

究

室

雁

史

研

究

霊

氏名

坪昨浦足

森稚児

三鯨武雄

識川健蔵

1 1 間参夫

藤原斑：

I x i 微

木寅忠雄

様1 1 1 光治

岡川博疋

八幡抹桑

宍戸雅・j z

港悦子

村川忠. . 』監

寓本寛代

中川かよ･･j 二

中腫雌淀

城本きよの

縦１１１保美

晩郡洲・

袖J ; ｈ郁夫

州Ⅱ仙畠

波辺脹史

林勝彦

忠利 _ Z

前川Ｉｎｊ９・

砺本仲･ j 9・

楠本洋子

祈昨緋論

〃谷敷博

l l 1I I I i 辿犬

域内きよえ

ド{ 1級ﾉk- f

渡辺碓史

Ｉ１ｆ付．淀徳

大ＩｊＩｉ和子

‘ ' f 川蛸

/ 仏仲伸雄

i l j i 水典- -

加藤弁彦

上野邦一・

紬I Ｉ散ｿ ｝

坪〃ｉｌ' i 足

山中敦史

洲Ｈ鮮樹

佐藤信

州ｌ剛道

火脇潔

堀池作雌

佐藤久庭- j q．

官 職

文部技官所及

文部‘ 1 $ 務官糾

文部 ﾘ 務官課及袖

文部l j f 務官リｊｌｌＩｊ

文部１１F 務官撫務係

文部１#務官

及

佐

典

及

文部1 F 務官蒋務仙艮

又

ＭｌｌＩ務官蒋街ｊｌ

ｌＩ‘ 1 F 勝官群勝山

部技官＃|Ⅱ蹟! { ( 併佃

‘ l f 勝補佐幽

躯務捕佐貝

I l f 勝拙佐貝

1F務捕佐貝

' 1F務補佐典

1 f 猫捕佐ｕ

１端袖佐典

文部１$ 瀞I , ｆ‘ 靴災

文部１# 勝官搬艮Ｍｉ性

文部‘ j 蛎官Ｉ洲災加佐

文部l l f 務官（1メ' ' ' １職典

文部技宙リメ' ' １職Ⅱ

文部l l f 猫1 ‘ 『経理係災

文部､ＩＦ約‘ ｆ

‘ 1$鯨＃i 佐口

ｌｆ務袖佐此

‘ 1 F 勝補佐典総理

文部‘ 1 F 荷官川度係災

文部1 吋誠

文部技‘ 1 . ｆ

‘ I F傍袖佐１１

蝋繍' 職，
‘ l 端洲楓１

牒災

搬艮捌佐

牒災Ｍｉ佐

( 1メ' ' ' １職典

リメ１１リ職此

経理係災

文部技宿窄及

文部技1 ‘ 『（併柾）

文部技1 . 1 「（併I 1 E ）

文部技官（併旧

文部技官（併佃

捌在ｕ（非術勅）

文部技官龍焚( 取扱）

文部技官（併圧）

文部技官（併任）

文部技官（併圧）

文部技官（併圧）

文部技官（併征）

調盃側（非淵勤）

' 1 噸補佐典

又

文

当

平城ﾘ；務

臓荷人' ＩＦ

涛備

涛附

稗附

写典

鷹傍人' 1Ｆ

庶勝

庶傍

Ixl I1ド壷料

例‘ ' ド汽料

Ixl i 1F浅科

庁勝

藤原１端

終附祷珊

紙理

耗理

耗理

経理

川度

' ' 1州|蝿転

川度

川度

施段

施投

述築

処茶

述蕊

述跡底側

述擢

雌築

拶古

簿古

歴史

雁史

衿古

考古

歴史

資料幣理
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所展 氏名 官職 担当 所属 氏名 職宮 担当

|F野 久Ｉ文部技官部

及

艮

猫熊

小林

救村

松本

藤沢

鞭勝文部扶官室奨

航文部技官

広志文部＃務宮

修脚文部技官（併佃

一夫調査ｕ俳幣鋤）

一

考

古
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一

調

褒

室
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古

第

皇

捌

瀧

室

一
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柵

捌
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室
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史

料

訓

盃

室

一

走

烏

藤

原

寓
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跡

発

掘

調

査

締

治

輔

孝

失
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典

嵯

匝

削

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官（併

佐藤

掛本

|言肥

井J：

村上

、

没

Ｉ 田祇１ 隊Ⅱ文部技官センター艮

文部技官

文部技官

文部技館

文部1 1蛎鴬

文部技宿

戦勝棚佐典

技能洲佐典

技能抑佐幽

師究補佐典

研鋪, M佐典

研究補佐貝

研究補佐ｑ

研究抽佐１１

文部技官

亥剖郡務窟

文部１蛎噛

文部技官

文部事務官

文部投了ヅ

ﾘ ｆ勝補佐典

技能捕佐風

等j 斜Ｉｌｉ佐口

業務補佐側

張任研究禰

主舵研究官

塾任研究官

l 鴫縄獅I 縦Ｉ

( 併 紐）

難裳|熱議． 長

豊

長

典佐猟 漣部技官部

村上i l X j -

諦原正明

川越俊・

西剛健三

飯田信男

石谷幸手

稲垣排正

製月正袷

噛川伴卜

泉雄畠

大林達夫

施本正志

藤田広輩

坪井諭足

中尼砿臨

外嶋義広

域間噛出

米田一古：

吉村錐徳

藤本照卜

乾海誰

藤本禰

稲弁散j ｂ

良

沢川正咽

秋山隆侃

文部技官室長

文部技官

文部扶官韮

文部技愉

松沢覗生

M1 中散史

僻）

文部技官室

文部技宿

文部技官

従部技術〈併

加藤優

安田塊太郎

沖上和人

街陳正明

艇

文部技官蕊

文部技官

町田瀬

山I Mf 信一：

避

圧)

無瀞| 劉溌ま

“

国

Ｉ

史部技官誰

虻拙技官 長

艮

⑬

胸

良

蒋瀧貝

( 併 任）

岩本次郎

中川隙

館優( 取扱）

室災

鉱

一

偲

獅

砿

岬
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究

理

抑

太作

雌

繋治

蛸之

L 可

1 ?

タ

狼任研究官

: i : 価研究官

( 非椎勤）

( 非 常鋤

伊蝋

西Ｎ

杉田

栗出

鷺部技１．；

文部技宮

綱寵口

調査貝

一

樵

務

圭

飛

鳥

寅

料

館


